
原議保存期間 30年(令和38年３月31日まで)

有 効 期 限 一種(令和38年３月31日まで)

各 地 方 機 関 の 長 警察庁丙刑企発第43号

各都道府県警察の長
殿

警察庁丙鑑発第６号

（参考送付先） 令 和 ７ 年 ５ 月 2 6 日

庁 内 各 局 部 課 長 警 察 庁 刑 事 局 長

各 附 属 機 関 の 長

「刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係法律の整理等に関する法律の施行に伴う関係国家公安委員会規則の整

理に関する規則」による犯罪捜査規範の一部改正及び局長通達の読替えにつ

いて（通達）

刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

法律の整理等に関する法律の施行に伴う関係国家公安委員会規則の整理に関する規

則（令和７年国家公安委員会規則第10号。以下「改正規則」という。）が、本日、

別添のとおり公布された。その要旨及び読替えを行う通達については下記のとおり

であるので、事務処理上遺漏のないようにされたい。

記

１ 改正規則の要旨

「刑法等の一部を改正する法律」（令和４年法律第67号）及び「刑法等の一部

を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律」（令和４年法律第

68号）が成立し、「懲役」及び「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」が創設される規

定の整備が行われたところ、犯罪捜査規範（昭和31年国家公安委員会規則第２号）

においては、第182条の３第１項について、所要の改正を行った。

なお、改正規則は、令和７年６月１日から施行する（改正規則附則第１条）。

２ 通達の読替え

令和７年５月31日以前に発出した局長通達（刑事企画課及び犯罪鑑識官主管分）

については、令和７年６月１日以降、別表のとおり読替えをすることとしたので

事務処理上遺漏のないようにされたい。

なお、文言の削除や追加が必要となる場合には、別途通達を再発出することと

しているため、留意されたい。



刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

（
警
察
表
彰
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
察
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
警
察
勲
功
章
等
の
返
納
等
）

（
警
察
勲
功
章
等
の
返
納
等
）

第
10条

警
察
勲
功
章
、
警
察
功
労
章
又
は
警
察
功
績
章
を
授
与
さ
れ
た
者
が
、拘
禁
刑





以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

又
は
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
返
納
さ
せ
、
警
察
職
員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の
あ
っ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
着
け
る
こ
と
を
停
止
し
、
又
は
こ
れ
を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
10条

警
察
勲
功
章
、
警
察
功
労
章
又
は
警
察
功
績
章
を
授
与
さ
れ
た
者
が
、
禁
錮

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

又
は
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
返
納
さ
せ
、
警
察
職
員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の
あ
っ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
着
け
る
こ
と
を
停
止
し
、
又
は
こ
れ
を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
改
正
）

第
二
条

犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
）

（
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
）

第
182条

の
３
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
、
逮
捕
若
し
く
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者

の
取
調
べ
を
行
う
と
き
又
は
被
疑
者
に
対
し
弁
解
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
刑
訴
法
第
301条

の
２
第
４
項

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
（
取
調
べ
又
は
弁
解
の
機
会
に
お
け

る
被
疑
者
の
供
述
及
び
そ
の
状
況
を
録
音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ
り
記
録
媒
体
に
記
録
す
る
こ
と

を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
182条

の
３
［
同
左
］


死
刑
又
は
無
期
拘
禁
刑







に
当
た
る
罪
に
係
る
事
件


死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮













に
当
た
る
罪
に
係
る
事
件


短
期
１
年
以
上
の
拘
禁
刑





に
当
た
る
罪
で
あ
つ
て
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
も
の

に
係
る
事
件


短
期
１
年
以
上
の
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮











に
当
た
る
罪
で
あ
つ
て
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死

亡
さ
せ
た
も
の
に
係
る
事
件

２
［
略
］

２
［
同
左
］

（
少
年
事
件
の
送
致
及
び
送
付
先
）

（
少
年
事
件
の
送
致
及
び
送
付
先
）

第
210条

少
年
事
件
に
つ
い
て
捜
査
し
た
結
果
、
そ
の
犯
罪
が
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、
拘
禁
刑





以
上
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致

し
、
又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、当
該
少
年
事
件
が
特
定
少
年
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

刑
の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
210条

少
年
事
件
に
つ
い
て
捜
査
し
た
結
果
、
そ
の
犯
罪
が
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、
禁
錮

以
上
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、

又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
少
年
事
件
が
特
定
少
年
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
刑

の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
送
致
又
は
送
付
に
当
た
り
、
そ
の
少
年
（
特
定
少
年
を
除
く
。）の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
罰
金
以
下
の
刑
に
当

た
る
犯
罪
と
拘
禁
刑





以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
共
に
一
括
し
て
、
検
察
官
に
送

致
し
、
又
は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
送
致
又
は
送
付
に
当
た
り
、
そ
の
少
年
（
特
定
少
年
を
除
く
。）の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
罰
金
以
下
の
刑
に
当

た
る
犯
罪
と
禁
錮

以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
共
に
一
括
し
て
、
検
察
官
に
送
致

し
、
又
は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
五
月
二
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

坂
井

学





（
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
）

第
三
条

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
用
語
の
定
義
等
）

（
用
語
の
定
義
等
）

第
２
条
［
略
］

第
２
条
［
同
左
］

２
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
23年

法
律
第
136号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

７
条
た
だ
し
書
第
１
号
に
規

定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
当
た
る
凶
悪
な












罪
」
に
当
た
る
罪
を
例
示
す

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
23年

法
律
第
136号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

７
条
た
だ
し
書
第
１
号
に
規

定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
こ 

に
あ
た
る
兇
悪
な

















罪
」
に
当
た
る

罪
を
例
示
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。


不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
を
害
し
、
又
は
重
要
な
施
設
若
し
く
は
設
備
を
破
壊

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
社
会
に
不
安
又
は
恐
怖
を
生
じ
さ
せ
る
罪
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の


［
同
左
］

［
イ
～
ト
略
］

［
イ
～
ト
同
左
］

チ
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
拘
禁
刑





に
当
た
る

罪
で
、
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
を
害
し
、
又
は
重
要
な
施
設
若
し
く
は
設
備

を
破
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
社
会
に
不
安
又
は
恐
怖
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

チ
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁










錮
に
当
た
る
罪
で
、
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
を
害
し
、
又
は
重
要
な
施
設
若

し
く
は
設
備
を
破
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
社
会
に
不
安
又
は
恐
怖
を
生
じ
さ
せ
る
も
の


人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
与
え
る
罪
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の


［
同
左
］

イ
［
略
］

イ
［
同
左
］

ロ
イ
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
拘
禁
刑





に
当
た
る
罪
で
、
人
の

生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
与
え
る
も
の

ロ
イ
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮










に
当
た
る

罪
で
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
与
え
る
も
の


前
２
号
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、

凶
器
を
携
帯
す
る
な
ど
著
し
く
人
を
畏
怖
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
罪
と
し
て
次
に
掲
げ
る

も
の


［
同
左
］

［
イ
～
ヘ
略
］

［
イ
～
ヘ
同
左
］

ト
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
拘
禁
刑





に
当
た
る

罪
で
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
凶
器
を
携
帯
す
る
な
ど

著
し
く
人
を
畏
怖
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の

ト
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
３
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁










錮
に
当
た
る
罪
で
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
凶
器
を
携

帯
す
る
な
ど
著
し
く
人
を
畏
怖
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
９
条
第
３
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
９
条
第
３
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
）

第
15条
の
２
法
第
９
条
第
３
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
15条
の
２
［
同
左
］


拘
禁
刑





若
し
く
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
（
少
年
法
（
昭
和
23年

法
律
第
168号

）
第
56条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
い
て
刑
を
執
行
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
少
年
院
を
含
む
。）に
拘
置
を

さ
れ
た
場
合
若
し
く
は
被
留
置
受
刑
者
と
し
て
留
置
施
設
に
留
置
を
さ
れ
た
場
合
、
死
刑
の
言
渡
し
を
受
け

て
刑
事
施
設
に
拘
置
を
さ
れ
た
場
合
、
労
役
場
留
置
の
言
渡
し
を
受
け
て
労
役
場
に
留
置
を
さ
れ
た
場
合
又

は
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
27年

法
律
第
286号

）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
監
置

の
裁
判
の
執
行
の
た
め
監
置
場
（
監
置
の
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
を
刑
事
施
設
又
は
留
置
施
設
に
留
置
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
刑
事
施
設
又
は
留
置
施
設
を
含
む
。）に
留
置
を
さ
れ
た
場
合


懲
役
、
禁






錮 こ
若
し
く
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
（
少
年
法
（
昭
和
23年

法
律
第
168号

）
第

56条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
い
て
刑
を
執
行
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
少
年
院
を
含
む
。）に
拘

置
を
さ
れ
た
場
合
若
し
く
は
被
留
置
受
刑
者
と
し
て
留
置
施
設
に
留
置
を
さ
れ
た
場
合
、
死
刑
の
言
渡
し
を

受
け
て
刑
事
施
設
に
拘
置
を
さ
れ
た
場
合
、
労
役
場
留
置
の
言
渡
し
を
受
け
て
労
役
場
に
留
置
を
さ
れ
た
場

合
又
は
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
27年

法
律
第
286号

）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

監
置
の
裁
判
の
執
行
の
た
め
監
置
場
（
監
置
の
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
を
刑
事
施
設
又
は
留
置
施
設
に
留

置
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
刑
事
施
設
又
は
留
置
施
設
を
含
む
。）に
留
置
を
さ
れ
た
場
合


［
略
］


［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
運
転
適
性
指
導
員
）

（
運
転
適
性
指
導
員
）

第
五
条

法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

第
五
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
・
ロ

略
﹈

﹇
イ
・
ロ

同
上
﹈

ハ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
ロ
に
規

定
す
る
罪
を
除
く
。）を
犯
し
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
ロ
に
規

定
す
る
罪
を
除
く
。）を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

﹇
四
・
五

略
﹈

﹇
四
・
五

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
交
通
事
故
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

交
通
事
故
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
欠
格
事
由
）

（
欠
格
事
由
）

第
二
条

分
析
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
法
第
百
八
条
の
十
四
第
二
号
に
規
定
す

る
事
故
例
調
査
（
以
下
「
事
故
例
調
査
」
と
い
う
。）に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、又
は
法
第
百
八
条
の
十
八
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者

三

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
法
第
百
八
条
の
十
八
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
の
基
準
等
）

（
指
定
の
基
準
等
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

令
第
三
十
三
条
の
五
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
基
準
（
大
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大

型
免
許
」
と
い
う
。）に
係
る
教
習
の
課
程
（
以
下
「
教
習
課
程（
大
型
）」と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

２

﹇
同
上
﹈

一

届
出
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
の
教
習
に
従
事
す
る
職
員
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
大
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
（
仮
運
転
免
許（
以
下「
仮

免
許
」
と
い
う
。）を
除
く
。）を
現
に
受
け
て
い
る
者
（
当
該
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）

に
限
る
。
以
下
「
大
型
免
許
に
係
る
届
出
自
動
車
教
習
所
指
導
員
」
と
い
う
。）に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

一

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



ロ

法
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
（
大
型
免
許
に
係
る
者
に
限
る
。）又
は
届
出
自
動

車
教
習
所
指
導
員
研
修
課
程
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
行
う
届
出
自
動
車
教
習
所
の
職
員
に
対
す

る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
研
修
の
課
程
で
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

で
大
型
免
許
に
係
る
も
の
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を

い
う
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第
百
十

七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を

い
う
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第
百
十

七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

﹇
３
〜
10

略
﹈

﹇
３
〜
10

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
交
通
事
故
相
談
員
）

（
交
通
事
故
相
談
員
）

第
四
条

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
法
第
百
八
条
の
三
十
一
第
二
項
第

三
号
の
規
定
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
相
談
業
務
」
と
い

う
。）に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

三

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

﹇
四
〜
六

略
﹈

﹇
四
〜
六

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
調
査
員
）

（
調
査
員
）

第
五
条

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
法
第
百
八
条
の
三
十
一
第
二
項
第

七
号
又
は
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
査
業
務
」
と
い
う
。）に
従
事
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
条

﹇
同
上
﹈

一

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

一

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
運
転
適
性
指
導
者
）

（
運
転
適
性
指
導
者
）

第
六
条

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
法
第
百
八
条
の
三
十
一
第
二
項
第

九
号
の
規
定
に
よ
る
運
転
適
性
指
導
の
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
導
業
務
」
と
い
う
。）に
従
事
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯

し
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

二

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯

し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

﹇
三
〜
五

略
﹈

﹇
三
〜
五

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
指
導
員
）

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
指
導
員
）

第
二
条

法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
認
定

を
受
け
て
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
行
う
者
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で
あ
っ
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
指
導

員
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

一

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
課
程
以
外
の
課
程

教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に

係
る
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
に
お
け
る
指
導
に
用
い
る
自
動
車
の
種
類
（
一
般
原
動
機
付
自
転
車

を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、大
型
自
動
二
輪
車
等
。イ

及
び

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）

又
は
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
認
定
に
係
る
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

に
お
け
る
指
導
に
用
い
る
自
動
車
又
は
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。）を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
以
下
「
免
許
」と
い
う
。）を
現
に
受
け
て
い
る
者（
免

許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）

一

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

ロ

﹇
同
上
﹈

﹇

・

略
﹈

﹇

・

同
上
﹈

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第

百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第

百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
「
凶
悪
な
罪
」
と
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六

号
）
第
七
条
た
だ
し
書
第
一
号
に
規
定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
当
た
る

凶
悪
な
罪
」
を
い
う
。

３

第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
「
凶
悪
な
罪
」
と
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六

号
）
第
七
条
た
だ
し
書
第
一
号
に
規
定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁

こ
に
あ
た
る
兇
悪
な
罪
」
を
い
う
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
）

（
指
定
）

第
四
条

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
の
指
定
は
、
犯
罪
被
害
等
を
早
期
に
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害

者
等
（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
被
害
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
、

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

第
四
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

役
員
、
犯
罪
被
害
相
談
員
等
及
び
援
助
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

が
い
な
い
こ
と
。

三

﹇
同
上
﹈

イ

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

﹇
ロ
〜
ニ

略
﹈

﹇
ロ
〜
ニ

同
上
﹈

﹇
四
〜
十

略
﹈

﹇
四
〜
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
児
童
で
な
い
こ
と
の
確
認
の
方
法
）

（
児
童
で
な
い
こ
と
の
確
認
の
方
法
）

第
五
条

﹇
略
﹈

第
五
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
第
四
号
の
識
別
符
号
付
与
業
務
の
委
託
を
受
け
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

﹇
同
上
﹈

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

一

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



ロ

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
法
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を

終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
法
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

﹇
ハ
〜
ト

略
﹈

﹇
ハ
〜
ト

同
上
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

﹇
３
・
４

略
﹈

﹇
３
・
４

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
員
）

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
員
）

第
二
条

法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
認
定

を
受
け
て
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で
あ
っ
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
員
」

と
い
う
。）と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

二

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

ロ

﹇
同
上
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を

い
う
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第
百
十

七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を

い
う
。）の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第
百
十

七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
除
く
。）を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
警
察
表
彰
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
表
彰
規
則
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に

お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。）又
は
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。）に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。





令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
等
」
と
い
う
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係
る
罪
に
関
し
て
は
、
犯
罪

捜
査
規
範
第
百
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。）に
当
た
る
罪
は
拘
留
に
当
た
る
罪
と
み
な
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪

捜
査
規
範
（
次
項
に
お
い
て
「
新
犯
罪
捜
査
規
範
」
と
い
う
。）第
百
八
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
と
、
短
期
一
年
以
上
の
有
期
の
懲
役

又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
短
期
一
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
と
み
な
す
。

２

刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係
る
新
犯
罪
捜
査
規
範
第
二
百
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
犯
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
、
旧
拘
留
に
当
た
る
犯
罪
は
拘
留
に
当
た
る

犯
罪
と
み
な
す
。

（
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
第
二
条
第
二
項
（
第
一
号
チ
、
第
二
号
ロ
及
び
第
三
号
ト
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
無
期
又
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
期
又
は
長
期
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
と
み
な
す
。

（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の
二
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
拘

禁
刑
若
し
く
は
拘
留
」
と
あ
る
の
は
、「
拘
禁
刑
、
拘
留
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
旧
刑
法
」

と
い
う
。）第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
若
し
く
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
」
と
す
る
。

（
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係
る
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
第
四
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
警
察
官
等
警
棒
等
使

用
及
び
取
扱
い
規
範
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
凶
悪
な
罪
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
凶
悪
な
罪
と
み
な
す
。


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期

間

有

効

期

間

文書番号 タイトル 読替え内容（旧） 読替え内容（新）

1 2025/3/21 2030/3/31 5 5 丙刑企発第21号 取調べの録音・録画について

１ 録音・録画制度の概要及び運用上の留意事項（法第301条の２及び犯罪捜査規範（昭和32年国家公安委員会規

 則第２号。以下「規則」という。）第182条の３第１項関係）

 (1) 録音・録画制度の概要

    ア  制度対象事件

      (ｱ) 死刑又は無期の懲役若しくは禁錮に当たる罪に係る事件

      (ｲ) 短期１年以上の有期の懲役又は禁錮に当たる罪であって故意の犯罪行為により被害者を死亡させたも

    のに係る事件

１ 録音・録画制度の概要及び運用上の留意事項（法第301条の２及び犯罪捜査規範（昭和32年国家公安委員会規

 則第２号。以下「規則」という。）第182条の３第１項関係）

 (1) 録音・録画制度の概要

    ア  制度対象事件

      (ｱ) 死刑又は無期拘禁刑に当たる罪に係る事件

      (ｲ) 短期１年以上の拘禁刑に当たる罪であって故意の犯罪行為により被害者を死亡させたものに係る事件

丙鑑発第11号
犯罪経歴証明書の発給について

（通達）

第４ 警察本部⾧による証明書の発給

 ５ 警察本部⾧は、上記４の回答により申請者が犯罪経歴を有しないことを確認した場合には別記様式第２号

  の証明書を、申請者が犯罪経歴を有することを確認した場合には別記様式第３号の証明書を作成して申請者

  に交付するものとする。

   ただし、次の(1)から(7)までのいずれかの場合に該当する申請者は、当該(1)から(7)までに規定する犯罪に

  ついては犯罪経歴を有しないものとみなす。

   (1) 刑の執行猶予の言渡しを取り消されることなく猶予の期間を経過しているとき。

   (2) 禁錮以上の刑の執行を終わり又はその執行の免除を受け、罰金以上の刑に処せられられないで10年を経

    過しているとき。

   (3) 罰金以下の刑の執行を終わり又はその執行の免除を受け、罰金以上の刑に処せられないで５年を経過し

    ているとき。

   (4) 恩赦法（昭和22年法律第20号）の規定により大赦若しくは特赦を受け、又は復権を得たとき。

   (5) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第125条第１項に規定する反則行為に該当する行為を行った場合

    であって、同条第２項各号のいずれにも該当しないとき。

   (6) 少年法（昭和23年法律第168号）第60条の規定により刑の言渡しを受けなかったものとみなされたと

    き。

   (7) 刑の言渡しを受けた後に当該刑が廃止されたとき。

第４ 警察本部⾧による証明書の発給

 ５ 警察本部⾧は、上記４の回答により申請者が犯罪経歴を有しないことを確認した場合には別記様式第２号

  の証明書を、申請者が犯罪経歴を有することを確認した場合には別記様式第３号の証明書を作成して申請者

  に交付するものとする。

   ただし、次の(1)から(7)までのいずれかの場合に該当する申請者は、当該(1)から(7)までに規定する犯罪に

  ついては犯罪経歴を有しないものとみなす。

   (1) 刑の執行猶予の言渡しを取り消されることなく猶予の期間を経過しているとき。

   (2) 拘禁刑以上の刑の執行を終わり又はその執行の免除を受け、罰金以上の刑に処せられられないで10年

    を経過しているとき。

   (3) 罰金以下の刑の執行を終わり又はその執行の免除を受け、罰金以上の刑に処せられないで５年を経過し

    ているとき。

   (4) 恩赦法（昭和22年法律第20号）の規定により大赦若しくは特赦を受け、又は復権を得たとき。

   (5) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第125条第１項に規定する反則行為に該当する行為を行った場合

    であって、同条第２項各号のいずれにも該当しないとき。

   (6) 少年法（昭和23年法律第168号）第60条の規定により刑の言渡しを受けなかったものとみなされたと

    き。

   (7) 刑の言渡しを受けた後に当該刑が廃止されたとき。

2 2024/3/19 2029/3/31 5 5


